










































































































































































































































































































内閣府 (2018)：平成 30 年度版高齢社会白書
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-
2018/zenbun/pdf/1s1s_01.pdf(2020年10月16日閲覧)  
容・時間・回数を組み合わせたものを介護予防個別プログラムと
し、身体機能測定結果に応じて、強化してほしいプログラムを強
調した個別パンフレットを作成し、事業者に対象者へ配布と実施
を依頼した。
　個別プログラムの安全性については、事業所職員が随時確
認し、継続可能性についても取り組み開始後に研究者と確認
しながらすすめていった。
（５）介護予防個別プログラムの効果の確認
　身体機能測定結果の変化について介護予防個別プログラム
介入前後の比較を行い、介護予防への効果の視点で確認・検
討した。
（６）介入後身体機能測定
　介入前と同様の項目について測定を実施した。
（７）評価
　得られた結果は、個人に適用する介入（プログラムの変更）内
容についての記録や個人の身体機能測定の結果から分析を行っ
た。介護予防個別プログラムの評価は、計画を変更し、2019年
度2月に実施した身体機能測定結果と2020年度７月実施の身体
機能測定結果との比較を実施した。
３　これまで得られた研究の成果
　2019 度から事業者と共に、介護予防プログラムを継続実施
している。2019年度には、身体機能測定結果をもとに個別パン
フレットを作成し、対象者に配布と実施を依頼している。
　2020年７月27日、身体機能測定を実施し、参加人数は53名
であった。年齢は70〜90歳代であった。2019年度２月と今回
の身体機能測定に参加した者（53名中38名）の身体機能測定結
果をみると、椅子立ち上がり（下肢筋力）・アップ&ゴー（歩行力）
は多くの対象者が向上または維持していた。血管年齢は多くの
対象者が維持していた。腕伸ばし（バランス）・骨密度は維持して
いるも者もいるが、多くは若干の低下が認められた。外出が難し
くなる冬季の調査期間が１／３含まれていたにも拘わらず、測定
値が維持されていたことは、個別介入の効果であったとも考えら
れた。
４　今後の具体的な展開
　本研究は2019年度に実施した研究を基盤として計画してい
た。2020年度は新型コロナ感染拡大の影響から、身体機能測
定は年１回のみの実施となった。2019年度は介護予防個別プロ
グラムの評価として、２か月経過後に再度身体測定を行い評価し
た。２か月経過後の身体機能測定では、測定結果に大きな変化
が認められなかった。このことから、2021年度は長期継続の視
点から、６か月後の評価を念頭にスケジュールしている。介護予
防個別プログラムの評価は、身体機能測定前と後に実施し、評
価をもとに、次回の身体機能測定までに継続実施していただく
介護予防個別プログラムを検討・提案することを計画しており、
2021年度も地域協働研究費を獲得している。
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